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【地域別内訳】
丹後 ６３ / ３３５集落
中丹 １７２ / ５１４集落
南丹 ６５/ ３３７集落
山城 ２１ / ２４２集落
京都・乙訓 ３９ / ２５６集落
京都府計 ３６０ / １,６８４集落

※集落数は、農林業センサス上の「農業集落」により集計
高齢化率は、国勢調査（小地域集計）に基づき算出
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平成２２年から２７年の５年間で
府内過疎高齢化集落は倍増

過疎高齢化集落：65歳以上人口の比率が50%以上の集落

府内 過疎化・高齢化集落数の推移

出典：農林業センサス、国勢調査
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出典：農林業センサス

１集落あたりの農家戸数

１集落あたりの農家戸数は年々減少
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出典：農林業センサス

H7 H12 H17 H22 H27

合計 47,989 45,732 39,406 29,478 24,760

６５歳以上 24,037 26,808 24,862 20,555 17,563

４０～６４歳 18,255 13,668 10,692 7,447 6,030

３９歳以下 5,697 5,256 3,852 1,476 1,167

土地持ち非農家 10,892 11,967 13,503 15,327 15,516
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農業就業人口及び土地持ち非農家の推移

・H7からH27の20年間で、農業就業人口はほぼ半減
・65歳以上の人数は、50％（H7）から71％（H27）に増加
・農業就業者の平均年齢 ６８．７歳（H２７）

３



H7 H12 H17 H22 H27

面積 1,694 2,150 2,615 2,850 3,098

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

（ha）

府内 耕作放棄地面積の推移

出典：農林業センサス

耕作放棄地は年々増加している
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府内 経営体あたりの耕地面積の推移

１ha未満の経営体数は大幅に減少しているが、
2ha以上の経営体数は微増

出典：農林業センサス 5



平成７年 平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年

認定農業者数 410 724 933 1145 1273

うち法人数 12 27 52 117 199
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府内 認定農業者数の推移

出典：農林水産省経営局

認定農業者数、法人数ともに年々増加
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活動組織の取組面積の規模

多面的機能支払交付金
活動組織の取組面積の規模（H27）

出典：平成27年多面的機能支払交付金度実施状況報告書

56%

36%

35%

38%

6%

17%

2%

6%

1%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

京都府

都府県

20ha未満 20～50ha 50～100ha 100～200ha 200ha以上

平均面積
５２ha

平均面積
２５ha

7

・半数以上の組織が20ha未満であり、活動規模が小さい
・平均面積は都府県平均の半分となっている



野生動物による農作物被害金額の推移
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被害金額は、対策の効果で年々減少しているが、
約３億で、依然として深刻な状況

出典：京都府農産課調べ



鳥獣別の被害金額の状況
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イノシシとニホンジカによる被害は、ほぼ横ばいで、全体の７割
を占めており、農村地域では被害減少の実感が伴わない

出典：京都府農産課調べ



被害防除対策
恒久型防護柵の整備延長（累積）は約２，８００kmとなり、効果
を持続させるための維持管理が課題

10
出典：京都府農村振興課調べ


